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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は「Incorporating Multi-granularity Linguistic Units in Character-based Word 
Segmentation」と題し，英文全5章より構成されている． 
第1章「Introduction」では，本研究の背景を説明するとともに，本論文の目的を述べている．ま
ず，日本語，中国語，タイ語などアジア言語では，入力文字列を単語列に分割する単語分割が言語
理解のための最初の処理として重要であること，文字ベースの手法は，単語ベースの手法と比べ，
語彙に含まれない単語への対処などで有効であること，従来の文字ベースの手法は，subwordや単
語などの言語単位を解析に利用することに成功しているが，依然様々な言語単位を十分に活用しき
れていないため，性能改善の余地があることを述べている．そして，本研究の2つの目的について
その概要を説明している．1つ目の研究では，複数のアテンション機構を用いて様々な粒度の言語
単位を同時に導入すること，特にタイ語では，独自の言語単位であるcharacter clusters (CCs)も導
入することで単語分割の性能を向上させることが，2つ目の研究では，ラティスを用いて様々な粒
度の言語単位を同時に導入することで単語分割の性能を向上させることが，それぞれ目的であるこ
とを述べている． 
第2章「Related Work」では，本研究に関連する，文字ベース，単語ベースの単語分割手法，様々
な言語単位を導入した文字ベースの単語分割手法について説明している．  
第3章「Incorporating Multi-granularity Linguistic Units with Multiple Attentions」ではまず，提
案モデルが，文字ベースのBiLSTM-CRF構造のニューラルモデルに，単語，CCs，subwordとい
う，様々な粒度の言語単位に対応する複数のアテンション機構を同時に導入したものであることを
述べている．そして，提案手法の評価実験では，タイ語の3つの評価データセットを用いて，従来
の最高性能の手法を上回る性能を発揮することを確認している． 
第4章「Incorporating Multi-granularity Linguistic Units through the Use of Lattices」では，文
字，単語単位での単語分割結果である複数のラティスを用いるLattice ATTentive Encoding 
(LATTE)という手法を提案し説明している．また，そのための具体的なモデルとして，事前学習
済みモデルBERT，ラティス構造を表現したグラフニューラルネットワーク，アテンション機構，
CRF層からなるモデルを示している．提案手法の評価実験では，日本語，中国語，タイ語のデータ
セットを用いて，従来の手法を上回る性能を発揮することを確認している． 
第5章「Conclusion and Future Work」では，本研究の結論と，第3章，第4章で提案した手法に対
する課題と今後の展望について述べている． 
以上を要するに，本論文は，日本語，中国語，タイ語などにおける文字ベースの単語分割手法の
高度化のため，2つの方向性で新しい手法を提案し，その有効性を検証しており，工学上貢献する
ところが大きい．よって博士（工学）の学位を授与するに十分な価値を持つものと認められる． 
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